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　 主 要 機 関 の 学 問 的 生 産 性 の 条 件 に 関 す る 国 際 比 較 研 究

一一一
ア メ リ カ の 主 要 大 学 に お け る 学 問 的 生 産 性 と そ の 条 件 一一一

　 　 　 　 　 　 　 　 〇 有 本 　 章 （広 島 大 学 ・大 学 教 育 研 究 セ ン タ ー ）

　 　 　 　 　 　 　 　 0 奥 川 義 尚 （京 都 外 国 語 大 学 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 膳 　 司 （広 島 大 学 ・大 学 教 育 研 究 セ ン タ ー）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国 際 比 較 の 観 点 か ら、　そ の よ うな 中 心 地 を 形

　 高 等 教 育 の 社 会 学 的 研 究 に お い て 、 　大 学 の 　 成 す る ア メ リ カ の 主 要 大 学、　と く に 大 学 院 に

社 会 学、 大 学 人 の 社 会 学 と し て 発 展 し て き た 　 作 用 し て い る 各 種 条 件 を 明 ら か に す る こ と は 、

分 野 と、 こ れ ま で あ ま り 連 携 が な さ れ な か っ 　 わ が 国 の 学 界 の 問 題 点 や 改 善 の 方 向 を 考 え る

た 科 学 社 会 学 と は 共 通 の 研 究 課 題 を 持 っ て い 　 上 で 、 基 礎 研 究 と し て 欠 か せ な い 。

る と い え る だ ろ う 。　 待 に、　 大 学 は 学 問 の 場 で 　　　 2 。　 学 問 的 生 産 性 は 、　 「 科 学 的 理 論 、　 法 則 、

あ り、　大 学 人 は 知 識 の 生 産 、　伝 達 を 中 心 に 学 　 概 念 、　物 質、　装 置 等 を 発 見 発 明 す る た め に 科

術 研 究 に 携 わ る の で あ る か ら、 学 界、 科 学 者、　学 者 に よ っ て 行 な わ れ る 創 造 的 活 動 の 指 標 」

研 究 者 な ど は 両 者 共 通 の 研 究 対 象 を 構 成 す る 　 （sclentific 　 and 　 academic 　 productivity

と 考 え ら れ る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 means ，by　 our 　 definition ．　 an 　 index 　 ot 　 the

　 本 研 究 は 、　そ の よ う な 高 等 教 育 研 究 と 科 学 　 creativity 　 held 　 by　 a　 scientist 　 for　 the

社 会 学 の 接 点 に あ る 問 題 を、 学 問 的 生 産 性 の 　 discovery 　 and 　 invention 　 of 　 scientific 　 th

問 題 に 焦 点 づ け て 、　明 ら か に し ょ う と し て い 　 eory ，　 law ，　 concept ，　 material ，　 equipment ，

る 。 　す で に 、　先 行 研 究 に よ っ て、　こ の 問 題 へ 　 etc ．） で あ る。　と す れ ば、　さ ま ざ ま な 側 面 か

の 取 り 柵 み が な さ れ て さ た。　 （ 例 え ば 、　If 本 　 ら 、　 そ の 条 件 は 捉 え ら れ る だ ろ う．　 鱒 学 者 が

童 網 著 「 ア カ デ ミ ッ ク
・プ ロ ダ ク テ イ ビ テ イ 　 生 産 し た 論 文 、 著 作 な ど 西 に 見 え る 物 質 か b 、

の 条 件 に 関 す る 国 際 比 較 研 究 jT 大 学 研 究 ノ 　 未 だ 形 に 現 わ れ て い な い 糟 神 活 動 な ど も そ の

一 ト 66 』 参 照 ）。　 「 学 問 的 生 産 性 」 （acad 　範 囲 に 合 ま れ る 以 上、 条 件 の 確 定 は 容 易 で は

e 皿 ic　 productivity ） の 概 念 規 定 な ど に っ い て な い 。 　こ こ で は、　国 際 比 較 可 能 な 条 件 を 見 極

の 詳 細 は そ こ で 論 じ ら れ て い る。　そ れ ら 先 行 　 め る た め、 学 術 研 究 活 動 の 機 関 的 か っ 学 問 的

研 究 を 踏 ま え た 「 主 要 機関 の 学 問 的 生 産 性 の 　な 基 本 ユ ニ ッ ト で あ る 学 科 組 織 を 中 心 に し て、

条 件 に 関 す る 国 際 比 較 研 究 」 の 一環 と し て 本 　 で き る だ け 数 量 化 で き る 要 因 に 注 目 し て み る。

研 究 は 行 な わ れ て い る。 本 発 表 は そ の 中 間 発 　 　 3 。 社 会 体 制、　文 化 ・風 ：ヒ、 高 等 教 育 シ ス

表 で あ る 。 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 テ ム 、 科 学 社 会、 科 学 者 の パ ーソ ナ リ テ ィ な

　 本 研 究 の 意 図 は っ ぎ の よ う な も の で あ る 。 　 ど の マ ク ロ か ら ミ ク ロ な 要 因 に 条 件 を 構 造 化

　1 。 国 際 学 界 に お け る 学 問 的 生 産 性 に 注 目 す 　し た ば あ い 、　そ う し た 構 造 の 中 で 各 学 科 が 学

る と、　20 世 紀 、　と り わ け 戦 後 ア メ リ カ の 占 　 問 的 生 産 性 を あ げ る た め の 個 々 の 活 動 に お い

め る 比 重 が 大 き く、　「 学 問 の 中 心 地 j を 形 成 　 て 、　い か な る 条 件 が い か な る 影 響 を 及 ぼ し て

し て い る 。 そ れ は、 卓 越 し た 科 学 者 が 集 積 し 　 い る か を、 具 体 的 に 知 る 必 要 が あ る 。 そ の た

て い る 証 拠 で あ る。 優 秀 な 科 学 者 を 世 界 か ら 　 め に は、 学 科 ご と の 学 問 的 生 産 性 の 実 惣 と そ

吸 収 し、　あ る い は 学 生 を 優 れ た 科 学 者 に 養 成 　 れ を 規 定 す る 条 件 を 客 観 的 資 料 と 学 科 長 の 主

し、 彼 ら に 高 い 学 問 的 生 産 性 を あ げ さ せ る 条 　観 的 意 見 と に 基 づ い て 考 察 す る 必 要 が あ る 。

件 が、　そ こ に 作 用 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 　 4
。 知 識 が 学 問 の 専 門 分 野 を 形 成 し、 専 門
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分 野 を 軸 に し た 学 科 が 大 学 の 発 展 を 左 右 し て

い る 以 上、 本 調 査 で 分 析 す る 学 科 は ア メ リ カ

の 大 学 運 営 組 織 を 基 底 に お い て 構 成 す る 単 位

と し て 重 要 な 役 割 を 担 う．　し た が っ て 、 そ こ

に 作 用 し て い る 学 問 的 生 産 性 の 条 件 の 特 質 を

検 討 す る な ら ば、　ア メ リ カ 的 大 学 組 織 の 特 質

も か な り明 確 に 捉 え ら れ る で あ ろ う。 そ の こ

と に よ っ て 、　国 際 学 界 に お い て 主 導 性 を 発 揮

す る た め ．
の 、　

一
つ の 重 要 な

．
条 件 で あ る と 考 え

ら れ る 大 学 組 織 自 体 の 固 有 の メ カ ニ ズ ム が 理

解 で き る は ず で あ る 。

　 以 上 の 研 究 意 図 に 基 づ い て、　本 研 究 で は、

従 来 の 先 行 研 究 で は 十 分 に 明 ら か に さ れ て い

な い 学 科 組 織 に 焦 点 づ け て、　 「 主 要 大 学 に お

け る 学 問 的 生 産 性 」 な ら び に 「 主 要 大 学 に お

け る 学 問 的 生 産 性 の 条 件 」 の 各 側 面 か ら 実 証

的 に ア プ ロ ーチ す る こ と に し た い 。

1 ．　 主 要 大 学 に お け る 学 問 的 生 産 性

　 1 ．　 研 究 方 法

　 ア メ リ カ に お け る 高 等 教 育 機 関 を 対 象 に し

て、 そ の ア カ デ ミ ッ ク ・プ ロ ダ ク テ イ ビ テ イ

の 基 本 的 構 造 を 明 ら か に す る 試 み は 、　191

1 年 に 連 邦 教 育 局 が 行 な っ た 先 駆 的 な 研 究 以

来、　比 較 的 長 い 歴 史 を 有 し て い る 。　本 発 表 で

は、　こ れ ら の 先 行 研 究 を 踏 ま え て、 現 代 ア メ

リ カ 大 学 院 の ア カ デ ミ ッ ク ・プ ロ ダ ク テ イ ビ

テ イ を 特 定 の 指 標 に よ っ て と ら え、 そ の 特 徴

を
．
体 系 的 に 解 明 し て み る 。

　 「 学 問 的 生 産 性
1
」 の 語 源 に あ た る 「 科 学 的

生 産 性 」 （ scientific 　 productivity ） は、 主

と し て 自 然 科 学 に お け る 研 究 活 動 を 解 明 す る

際 に 使 用 さ れ て き た が、　 「 学 問 的 生 産 性 」 で

は 自 然 科 学 だ け で は な く社 会 科 学 と 人 文 科 学

を 含 め る。　ま た ア メ リ カ の 大 学 院 で は 研 究 と

と も に 教 育 も き わ
』
め て 重 視 さ れ て い る の で 、

研 究 面 で の 生 産 性 に 加 え て、 研 究 の 後 継 者 の

養 成 を は か る 教 育 面 で の 生 産 性 を こ の 言 葉 に

含 め て み よ う。 さ ら に こ う し た 生 産 性 は 分 析

の 目 的 に 応 じ て、　さ ま ざ ま な レ ベ ル で と ら え

る こ と が で き る が 、 以 下 の 分 析 で は 、 　ア メ
．
リ

カ 大 学 院 の ア カ デ ミ ヅ ク ・プ ロ ダ ク テ イ ビ テ

イ の 全 体 像 を 描 く た め に、 大 学 単 位 の 分 析 を

試 み、 指 標 に は、 各 大 学 の 大 学 院 を そ の 専 門

領 域 の 研 究 者 に 相 互 評 価 し て も ら う 「 主 観 評

価 」 に よ っ て 得 ら れ る 指 標 群 と、　よ り 「 客 観

性 」 を そ な え て い る と み な さ れ る 指 標 群 の 両

者 を 採 用 し て み た 。

　 以 上 の よ う な 観 点 か ら、　大 学 院 の 研 究 生 産

性 を と ら え る 主 観 評 価 指 標 と し て 「 教 授 陣 の

質 」 を、　ま た 客 観 評 価 指 標 と し て 「 研 究 業 纓

数 」 と 「 研 究 の 影 響 度 」 を 使 用 し、　大 学 院 の

教 育 生 産 性 を と ら え る 主 観 評 価 指 標 と し て 「

大 学 院 教 育 の 効 率 性 」 を、　ま た 客 観 評 価 指 標

と し て 「 課 程 終 了 者 の 大 学 院 大 学 へ の 就 職 率 」

を 使 用 す る。　こ れ ら の 5 つ の 指 標 に よ り、 現

代 ア メ リ カ 大 学 院 の ア カ デ ミ ッ ク ・プ ロ ダ ク

テ ィ ビ テ イ を 体 系 的 に と ら え る こ と を 課 題 と

す る 。

　 調 査 対 象 は 、 　継 続 的 に 課 程 終 了 者 を 出 し て

い る 博 士 課 程 を も っ 228
’
校 の 大 学 で あ る 。

分 析 に 際 し て は 、　次 の 資 料 を 使 用 し た。
　　　　　　　　　 J

L ・V ・）ones ，
’
G ・Lindzey ，　and 　P ．E ．Co99eshall

（eds ・），　 An　 AssessPtent 。 f　 Research −Doct 。 r

ate 　Progra 皿 s 　in 　the 　United 　States ，　Acade

田 y 　Press ，　19B2 ．

　 内 容 構 成 は 次 の 通 り で あ る 。

（ 1 ） 研 究 生 産 性 か ら み た 大 学 院 評 価

　   主 観 評 価 ・・教 授 陣 の 質

　  客 観 評 価 ・・研 究 業 績 数 と 研 究 影 響 度

（2 ）教・育 生 産 性 か ら み た
．
大 学 院 評 価

　   主 観 評 価 ・・大 学 院 教 育 の 効 率 性

　  客 観 評 価 ・・大 学 院 大 学 へ の 就 職 率

　 2 　 結 果 の 考 察

　
「 教 授 陣 の 質 」 に よ る 大 学 院 評 価 を 行 な う

と、 上 位 22 位 ま で は 次 の 結 果 が 得 ら れ る。
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（A大 学 名、　B数 学 系 、　C人 文 系、　D 工 学 系、

E生 物 科 学 系、　F社 会 行 動 系、　5総 合 評 価 ）

A B 　 C 　 D 　 E 　 F 　 G

MITuc

（バ ー
クレー）

ハ ーバ ー ド

P ヅ ク フ ェ ラ ー

ス タ ン フ オ
ー ド

Cal　 Tecb

UC 　（　サンフランシスコ ）

工 一 ル

プ リ ン ス ト ン

UCLA

コ ーネ ル

ミ シ が ン

コ ロ ン ビ ア

イ リ ノ イ

ウ ィ ス コ ン シ ン

ベ ン シ ル バ ニ ァ

シ カ ゴ

テ キ サ ス

カ ーネ ギ ー・メ ロ ン

UC　（　サンテ
tt
イエコ

tt
）

ワ シ ン ト ン （シアFlレ）

ミ ネ ソ タ

73 　67 　73 　74 　67 　71

70 　66 　74 　63 　59 　68

69 　66 　− 　 69 　69 　68

63 　− 　@ − 　　72　 − @　

69 　61 　72 　64 　66 　

67 　−　　69 　70 　56 　

−　　黶@　一．　65 　− 　

6562665367

6365 　67 　64 　56 　δ

@6364 　59 　60 　64 　

　6266 　59　63　62　

　6258 　60 　62 　63 　

　5264 　64 　54 　64 　

　6162 　57 　68 　60 　

　6163 　54 　62 　62 　

　6156 　 60 　55 　64 　

4 　δ059 　60 　40 　58

70 　5960 　58 　61 　5

@56 　5959 　−　　59 　

　　56 　5859 　52 　58

63 　58　5859 　．50 　5

@65 　58 　5859 　49 　

　 54 　 61 　 57 　 　 以 上 の よ う な 結

の 考 察 を 行 な い 、 各 指 標 か ら み た ア メ リ

の 大 学 学 科 の 学 問 的 生 産 性 に もと ずく 成 層

明 ら か に す る 。 　 （ 詳 細 は 当 日 資科

配布して発 表 す る 予 定 。 　 ） II ． 　 主 要

学 に おけ る 学 閑 的

産 性 の 条 件 　 1 ． 　 研 究 方 法 　 上 記

ﾌ 研 究 結 果 か ら 明 ら か に な っ た ア メ リカ の

要 大 学 の 各 学 科 を 対 象 に して 、 　 そ の 学科 長宛 に英 文質 問

　Questionnaire 　 forthe 　 Internatibnal 　 co

paris 。 n　of 　the 　 Conditions 　 for 　 Scientif

　and 　Acade 皿 ic 　Produ cti

ty （ 5

） を 、 　 1987 年 ユ2
月
に送 付 し た

。

専 門 分野 を 数 学 系 （化’ 学 、　 コ ン ビュータ ー 科

、 　 地 球科 学 、　数 学 、 　物 理 学 、　 統 計 学）、 人

系 （ 美術 史 、 　 古典 、 　 語学 、 　 言 語学 、 　

楽 、 哲 学 ） 、 工学系 （ 科 学 工 学 、土 木 工学、 電

工学 、 　 機 械 工 学 ）、　生 物 科 学 系（生 化 学、

植 物学、 　 細 胞 分 子 生物 学 、 　微 生 物 学、　 生

学 、 動 物学 ） 、 　 社 会 行 動系（人 類 学 、 　

済 学 、　

理 学 、 歴 史 学 、 政 治 学 、 心 理 学 、 　 社 会

）に 分 け た 。 　 サ ン プ ル 数 903 、 現 在

で の 回 収 数 16 9、　 回 収聿 19 ． 　 2 ％

あ る 。 そ れ ぞ

の 系 に対するサンプル数、　回収数、 回

率 は 次 の 通りである。 　数学系（ 1

、 　 38 、 　20．2％） 　人文 系 （

6 、 　 30 、　15 ．3％） 　工学 系 （

1 、 　 23 、 　 19』％ ） 　生物系（18

A 　 37 、 　 20 ． 6 ％ ） 　 社 会 行 動 系

218 、 41 、 　 18 ． 8 ％ ｝ 　本調査に 回 答

寄 せ た 学 科 長 の 属 性 を 簡 単 にみて み よ う 。別 では、男性 （ 89

3X ） の 割 倉が圧倒的に 多 い 。 年 齢 別 で は 、 　

歳 代 と 　 　 　 　 　 　 　 　’ 50 歳代前半（ 6

D9X ）が大半を占めて
い
る 。

　
学科の所属学問 系 列 別

は、数学（22 ， 6X ） 、 人文 系（17 ． 8X ） 、

H 学系（ ’ 13 ． 6 器 ） 、 生 物 系 （21 ． 9

j 、社会行動系（ 24 ． 3Z ）と なってい る 。 　 カ ー

ギ ー の 大 学 分 類 別 で は 、 　 研 究 大 学 1 （ 8

D7Z ）と研究 大 学 II （15 ．4X ）が主 た る 機

と なって いる。　厂教授の 質 」 評 価 による 順 位 で は 、 　

位 以 内 （ 4D ． 3X ）、 　 21 − 40 位 （26 ．O

ﾄ ） 、 　 41 位 以 下 （33 ．7 ％）となる 。 学 科

置 年 別 で は、　1899 年 ま で （ 18 ． 9X ）、 1

0 − 1944 （ 31 ． 4 塞） 、 　
1

5 − 1 959 （ 12 ． 4Xl 、 　 19

一
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紛。 戦前 と 戦 後 が 半 々 であ る。　　 　 唱 　質問 紙 の 内容 構
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第 1 部 ・・フ ェ イ ス ・シ ー ト （性 別、 氏 名、

生 年、　專 攻、　学 科、　学 部 ）

第 2 部 ・・科 学 的 ・学 問 的 生 産 性 の 条 件

　   学 科 設 立 年

　   ア カ デ ミ ッ ク ・ス タ ッ フ の 構 成

　   世 界 の 学 問 の 中 心 地 （專 攻 別 ）

　   各 国 の 学 問 的 生 産 性 を 規 定 す る 条 件

　   学 科 の 国 内 的 威 信 と 地 位

　   学 科 の 国 際 的 威 摺 と 地 位

　   国 際 的 威 信 の 高 い ア カ デ ミ ッ ク ・ス タ ッ

　 　 フ の 有 無

　   学 科 の 威 信 と 地 位 の 上 昇 可 能 性

　   任 用 ・昇 任 時 に お い て 強 調 さ れ る 条 件

　   学 科 ス タ ッ フ に よ る 学 術 雑 誌 発 表 論 文 数

　   研 究、 授 業、 管 理 、 社 会 サ ー ビ ス に N や

　 　 に さ れ る 時 聞

　   学 科 ス タ ッ フ の 受 賞 し た 学 術 賞

　   国 際 的 レ ベ ル の イ ン ビ ジ プ ル ・カ レ ッ ジ

　 　 に 組 み 込 ま れ て い る 学 科 ス タ ッ フ

　   最 も 威 信 の 高 い 学 術 雑 誌 編 集 者 と 寄 稿 者

　   公 表 物 の 質 と 量 の 関 係

　   学 問 的 生 産 性 の 高 い ス タ ッ フ の 規 定 要 因

　   国 家 の 科 学 政 策 が 大 学 や 学 科 の 科 学 活 動

　 　 を 規 定 す る 度 台
’

　   学 科 の 学 問 的 生 産 性 を 規 定 す る 要 因

　   研 究 費 の 入 手 先

　   慧 見

　 2 　 結 果 の 考 察

　 上 記 質 問 項 目   の 学 問 的 生 産 性 の 条 件 に っ

い て の 回 答 を み て み よ う 。 　 「 あ な た は、 各 国

が 科 学 的 ・学 問 的 生 産 性 を 発 展 さ せ る た め に

ど の よ う な 条 件 が 重 要 だ と 思 い ま す．か 。 次 の

選 択 肢 の な か か ら 最 も 重 要 な 要 因 3 っ を 選 び、

ユ 、　2
、 　3 の 順 位 を っ け て く だ さ い 。 　」 選 択

肢 は、　次 の 通 り。

　   民 主 主 義、 資 本 主 義、 自 由 主 義 な ど の 社

　 　 会 体 制

　   GNP の よ う な 経 済 力

　   科 学 を 支 え る た め の 文 化 と 風 土

　   研 究 費 配 分 を 含 む 政 府 の 科 学 政 策

　   高 等 教 育 シ ス テ ム

　   科 学 的 ・学 問 的 共 同 体 の 伝 統 と 特 質

　   科 学 者 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 網

　   科 学 者 の パ ー
ソ ナ リ テ ィ と 才 能

　   他 の 要 因

　 第 r 要 因 と し て は、   の 文 化 と 風 土 （ 26 ．6

1）、   の 高 等 教 育 シ ス テ ム （16 。6Z ）、    

の 社 会 体 制 （12 ．4X ）、　  の 共 同 体 （11 ．2X ｝、

  の 科 学 政 策 （10 ．7X ） の 比 重 が 大 き い 。 全 体

に 、 マ ク ロ な 要 因 が 重 祝 さ れ て い る“

　 次 に、　 「 あ な た の 学 科 の 科 学 的 ・学 問 的 生

産 性 の 発 展 に 最 大 の 影 響 を 与 え る の は 次 の う

ち ど れ で す か。 三 ．っ の 要 因 を 選 び、 順 番 を 付

し て く だ さ い 。　」 （質 間 項 目   ） 選 択 肢 は 次

の 通 り．

　   研 究 資 金

　   研 究 施 設 ・設 備

　   給 料

　   カ リ キ ュ ラ ム と 授 業 の 改 善

　   ス タ ッ フ と 院 生 の 数

　   ア カ デ ミ ッ ク ・ス タ ッ フ ζ 院 生 の 質

　   大 学 政 策

　   大 学 の 自 治 と 学 問 の 自 由

　   学 科 の 伝 統

　   そ の 他 の 要 因

　 第 一要 因 は、   の ス タ ッ フ と 院 生 の 質 （44

．4X ｝、   の 研 究 資 金 （30 ．8X ）、   の 研 究 施

設 ・設 備 （7 ，IX ＞、　第 二 要 因 は 研 究 資 金 （33

．IX ）、　研 究 施 設 ・設 備 （20 ．IZ ）、　ス タ ッ フ

と 院 生 の 質 （17．2X ） の 選 択 が 多 く な り、　ヒ ト

・モ ノ ・カ ネ の 比 重 が 大 き い 。

　 以 上 の よ う な 結 果 の 考 寮 を 行 な う こ と に よ

っ て 、 主 要 大 学 学 科 の 学 問 的 生 産 性 を 規 定 す

る 条 件 を 明 ら か に す る。　（詳 し く は 当 日 資 料

を 配 布 し て 発 表 す る 予 璋e 　）
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